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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
飯
山
高
校
が
初
の
甲
子
園
出
場

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、
市
民
に
夢
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
台
風
第
19
号
災
害
に
よ
り
生
活

が
一
変
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
も
多
く
お
い
で

に
な
る
こ
と
か
ら
、
今
年
こ
そ
は
平
穏
な

年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

　

令
和
２
年
を
迎
え
市
政
の
課
題
も
山
積

み
で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
と
し
て
市
民
の

負
託
に
応
え
る
べ
く
、
多
く
の
課
題
に
し
っ

か
り
と
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
一
部
に
議
会
の
活
動
が
見
え
な
い
と
の
ご

意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
議
員
個
々
で
は
な

く
議
会
活
動
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
と

対
話
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
議
会
で
は
活
性
化
特
別
委

員
会
の
中
に
二
つ
の
分
科
会
を
立
ち
上
げ
、

鋭
意
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
活
性
化
に

向
け
て
取
り
組
む
項
目
が
だ
い
ぶ
固
ま
っ

て
き
ま
し
た
の
で
、
新
年
度
か
ら
可
能
な

も
の
か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
活
性
化
特
別
委
員
会
で
は
、
議

会
基
本
条
例
の
制
定
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
議
会
活
動
、
議
員
活
動
の
基
本
と

な
る
条
例
の
も
と
、
議
員
全
員
で
議
会
と

し
て
の
活
動
を
し
、
情
報
発
信
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

　

議
長
と
い
た
し
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様

が
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

よ
り
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
の

ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議長　渋川芳三

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
の

18
日
間
の
日
程
で
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
案
お
よ

び
専
決
処
分
の
承
認
や
条
例
案
が
提
出
さ
れ
、
あ
わ

せ
て
37
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
は
、
各
常
任
委
員
長

か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
結
果
の
報
告
を
行

い
、採
決
の
結
果
、審
議
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
可
決・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
「
地
域
医
療
を
守

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
お
よ
び
「
千
曲
川
・
信

濃
川
（
飯
山
・
中
里
間
）
の
「
中
抜
け
区
間
」
の
解

消
に
向
け
た
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
出
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇ 令和元年 12月定例会で審議された議案等 ◇

【補正予算案10件】
◇令和元年度　飯山市一般会計 2件・各特別会計７件・水道事業会
　計補正予算
【条例案６件】
◇飯山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
◇地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う
　関係条例の整備に関する条例
◇成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための
　関係条例の整備に関する条例
◇一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
◇飯山市若者・定住住宅条例の一部を改正する条例
◇飯山市水道条例の一部を改正する条例
【事件案21件】
◇市道路線の認定について
◇市道路線の廃止について
◇市道路線の変更について
◇専決処分事項の承認を求めることについて
　【令和元年度　飯山市一般会計４件・各特別会計 10件・水道事業
　  会計補正予算】
◇専決処分事項の承認を求めることについて
　【飯山市介護保険条例の一部を改正する条例】・
　【飯山市台風第19号災害被災者に対する市税の減免に関する条例】
◇工事請負契約の締結について

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。賛否が分かれた議案の表決結果

○＝賛成　　●＝反対
　

議
案
番
号　

　政新会　 明日の
飯山

日本
共産党 絆  緑新会       

　

議
決
結
果　

吉
越
利
明

水
野
正
彦

岸
田
眞
紀

西
澤
一
彦

山
﨑
一
郎

飯
田
健
一

松
本
淳
一

市
川
久
芳

渡
辺
美
智
子

小
林
喜
美
治

高
山
恒
夫

上
松
永
林

佐
藤
正
夫

久
保
田
幸
治

石
田
克
男

98 令和元年度飯山市一般会計補正予算（第９号）
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

106 令和元年度飯山市水道事業会計補正予算（第３号）
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

107 飯山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
委員会 － ○ － ○ 長 － ○ － ● － ○ － ○ － ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

108 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
委員会 － ○ － ○ 長 － ○ － ● － ○ － ○ － ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

110 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
委員会 － ○ － ○ 長 － ○ － ○ － ○ － ○ － ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

117 専決処分事項の承認を求めることについて【令和元年度飯山市一般会計補正予算（第6号）】
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 承認
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

122 専決処分事項の承認を求めることについて【令和元年度飯山市一般会計補正予算（第７号）】
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 承認
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

129 専決処分事項の承認を求めることについて【令和元年度飯山市水道事業会計補正予算（第２号）】
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 承認
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

130 専決処分事項の承認を求めることについて【令和元年度飯山市一般会計補正予算（第８号）】
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 承認
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

133 令和元年度飯山市一般会計補正予算（第１０号）
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会派名
・
議員名

議 案 等 名

請願 件　　　名 提 出 者 委員会 本会議

5 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準
に戻すこと」を長野県知事に求める請願 飯山市教職員組合 継続審査 継続審査

6 エネルギーの地産地消を進めることの請願 なくそう原発飯水岳北の会 不採択 不採択

◎請願の審議結果
12 月 定 例 会 概 要

◎意見書の審議結果

意見書第5号　　地域医療を守ることを求める意見書　　　　　　　　　　　　　　 可決(全員一致）　
　厚生労働省は、地域医療構想の実現のため再編・統合が必要と判断した病院名を公表した。この中には飯山赤十字病院も含まれて
おり、市民に今後の地域医療に対する不安を抱かせることとなっている。公表された病院は全国一律の基準により選定され、当地域が
中山間地を多く抱えていることや豪雪地であることなどの地域の特性は全く考慮されていない。
　全国的に見ても高齢化率の高い当地域において、病院機能の維持・強化は最重要課題であり、市民が安心して暮らしていくために
欠くことのできないものである。国においては、こうした地域の実情を十分に踏まえて地域医療構想の推進に努めるとともに、誰もが
住み慣れた地域で安心して医療サービスを受けられるよう地域医療を守るための支援を拡充するよう強く要請する。

意見書第6号　　千曲川・信濃川（飯山・中里間）の「中抜け区間」の解消に向けた見直しを求める意見書　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可決(全員一致）
　千曲川は国が管理する区間の中に県が管理する、いわゆる「中抜け区間」が存在しており、長年にわたり、国の直轄管理区間に編
入するよう要望してきた。河川管理は本来、水系一貫主義が原則であり、国が責任を持って確かな治水対策を行うことが必要である。
　国においても、平成25年に閣議決定した直轄事業の対象について、地方管理道路・河川の直轄編入を含め、必要な見直しを行う
こととしているが、依然として中抜け区間は解消されていない。
　よって、国会及び政府において、河川の統一的な方針に基づく改良や維持管理、洪水対応等の適時的確な実施体制を確保するため、
千曲川、信濃川（飯山・中里間39.65km）における中抜け区間の解消に向けた見直しを早急に行うよう強く要請する。

※　以下意見書抜粋

年
頭
ご
あ
い
さ
つ



請
願
第
６
号　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
進
め
る
こ
と
の
請
願

◎
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
城
山
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
復
旧
事
業

に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
の
能
力
を
上
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

現
状
復
旧
と
な
る
た
め
、
ポ
ン
プ
能

力
は
そ
の
ま
ま
と
な
る
。

　
　

災
害
復
旧
の
規
定
で
止
水
対
策
が
認

め
ら
れ
る
の
は
浸
水
範
囲
ま
で
の
80
㌢
と

い
う
こ
と
だ
が
、
市
の
一
般
財
源
を
投
じ

て
も
、
も
う
少
し
高
く
す
る
こ
と
は
考
え

な
い
の
か
。

　
　

現
在
、
城
山
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
計
画
が
あ
る
。

千
曲
川
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
基
に
、
今
後
止

水
対
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
止
水

の
扉
を
設
置
す
る
に
は
建
物
の
補
強
が
必

要
と
な
る
の
で
、
今
後
の
改
築
耐
震
補
強

と
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

◎
上
下
水
道
課

　
　
飯
山
公
共
下
水
道
の
有
尾
中
継
ポ
ン

プ
場
が
浸
水
に
よ
り
停
止
し
た
。
今
後
も

浸
水
が
考
え
ら
れ
る
が
そ
の
対
応
は
。

　
　

復
旧
計
画
を
国
、
県
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
。
対
策
と
し
て
は
①
有
尾

中
継
ポ
ン
プ
場
の
開
口
部
へ
防
水
板
を
設

置
。
②
電
気
設
備
に
つ
い
て
は
、
地
上
部
へ

移
設
。
を
考
え
て
い
る
。

　
　
有
尾
中
継
ポ
ン
プ
場
の
浸
水
は
皿
川

の
越
水
だ
け
で
な
く
、
用
水
路
か
ら
の
流

入
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　

用
水
路
に
つ
い
て
も
、
考
慮
し
な
が

ら
計
画
を
し
て
行
き
た
い
。

請
願
第
５
号　
「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に

鑑
み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給
率
を
近
隣
県

並
み
の
水
準
に
戻
す
こ
と
」
を
長
野
県
知

事
に
求
め
る
請
願

議
案
第
１
０
７
号　
飯
山
市
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例

議
案
１
３
０
号　
専
決
処
分
事
項
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
【
令
和
元
年
度

飯
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）】

議
案
１
２
３
号　

専
決
処
分
事
項
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
【
令
和
元
年

度
飯
山
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）】

議
案
第
98
号　
令
和
元
年
度
飯
山
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

◎
企
画
財
政
課

　
　
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
返
礼
品
は
、
ど

う
い
っ
た
も
の
が
多
い
か
。

　
　

申
込
件
数
で
は
お
米
が
７
割
、
金
額

ベ
ー
ス
で
は
パ
ソ
コ
ン
が
６
割
と
な
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
寄
付
金
推
進
事
業
で
返
礼

品
に
係
る
経
費
は
、
全
体
の
何
割
か
。

　
　

今
年
の
６
月
に
地
方
税
法
の
改
正
が

あ
り
、
総
務
省
か
ら
の
基
準
と
し
て
返
礼

品
の
調
達
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
ふ
る

さ
と
寄
付
金
の
50
㌫
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

◎
子
ど
も
育
成
課

　
　
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事
業
で

外
国
籍
児
童
へ
の
学
習
支
援
員
賃
金
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
外
国
籍
児
童
数
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

　
　

飯
山
小
学
校
へ
ア
メ
リ
カ
か
ら
２
名

の
ほ
か
、
外
国
で
の
生
活
が
長
か
っ
た
児
童

数
名
、
戸
狩
小
学
校
へ
１
名
入
学
し
て
い

る
。

常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

◎
農
林
課

　
　

稲
わ
ら
処
分
委
託
料
と
し
て

２
３
０
０
万
円
、
稲
わ
ら
撤
去
費
補
助
金

と
し
て
７
０
０
万
円
の
補
正
と
な
る
が
、

委
託
と
は
ど
こ
へ
委
託
す
る
の
か
。

　
　

集
積
所
に
ま
と
め
て
あ
る
稲
わ
ら
を

産
業
廃
棄
物
業
者
へ
委
託
し
処
分
を
行
う
。

農
家
の
圃
場
か
ら
集
積
所
ま
で
は
、
農
家

自
身
で
運
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
対
し
て

補
助
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
処
分
す
る
稲
わ
ら
の
量
は
。

　
　

暫
定
で
約
１
０
０
０
㎥
と
な
る
。

【
意
見
】
制
度
実
施
に
お
い
て
は
公
正
な
運

用
を
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
予
想
さ
れ
る

財
政
負
担
増
に
対
し
、
成
果
が
見
え
る
よ

う
な
行
政
運
営
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
全

職
員
の
意
識
改
革
を
期
待
す
る
。　

予算決算常任委員会審査の様子

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
総
会

　

11
月
12
日
長
野
市
を
会
場
に
、
長
野
県

特
別
豪
雪
指
定
地
帯
市
町
村
議
会
協
議
会

の
令
和
元
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
10
市
町
村
議
会
か
ら
、
10

月
に
発
生
し
た
台
風
19
号
災
害
の
復
旧
や
、

豪
雪
地
帯
の
道
路
等
整
備
、
安
全
安
心
な

暮
ら
し
の
確
保
に
向
け
た
切
実
な
要
望
が

提
出
さ
れ
、
案
件
が
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◎
県
知
事
要
望

　

総
会
の
決
定
を
受
け
、
11
月
26
日
に
本

協
議
会
並
び
に
県
議
会
豪
雪
地
帯
対
策
促

進
議
員
連
盟
合
同
で
県
知
事
へ
の
要
望
を

行
い
ま
し
た
。

〇
飯
山
市
議
会
の
要
望
事
項

①
住
宅
除
雪
支
援
事
業
の
「
玄
関
先
除
雪
」

　
に
対
す
る
一
世
帯
当
た
り
回
数
上
限
の

　
拡
充

②
中
山
間
地
域
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

　
確
保
事
業
の
創
設

③
国
道
２
９
２
号
の
古
牧
橋
の
架
け
替
え

　
促
進

④
一
般
県
道
曽
根
藤
ノ
木
線
の
早
期
改
良

　
促
進

⑤
国
道
４
０
３
号
（
中
央
橋
〜
主
要
地
方
道

　
飯
山
野
沢
温
泉
線
）
の
整
備
促
進

⑥
主
要
地
方
道
飯
山
妙
高
高
原
線
の
改
良

　
促
進

⑦
一
般
県
道
牟
礼
永
江
線
の
改
良
促
進

⑧
一
級
河
川
皿
川
堤
防
の
早
期
復
旧
と
恒

　
久
的
な
治
水
事
業
の
推
進

〇
飯
山
市
議
会
要
望
事
項
の
県
回
答

①
飯
山
市
で
実
施
し
て
い
る
「
玄
関
先
除

　

雪
」
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度
よ
り
住

　

宅
除
雪
支
援
事
業
と
し
て
拡
充
、
今
年

　

度
の
実
施
状
況
を
見
て
検
討
し
た
い
。

②
中
山
間
地
域
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
維

　

持
で
き
る
よ
う
国
の
助
成
等
の
事
業
を

　

踏
ま
え
、
新
た
な
市
町
村
支
援
事
業
を

　

検
討
し
た
い
。

③
現
在
、
ル
ー
ト
決
定
に
向
け
、
地
元
と

　
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

④
〜
⑦
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
改
良
促

　

進
を
図
る
。

⑧
決
壊
し
た
皿
川
堤
防
に
つ
い
て
は
、
大

　

型
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
堤
防
の
盛
り
立
て

　

が
完
了
。
護
岸
を
強
化
す
る
た
め
護
岸

　

の
前
面
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
張
る
工
事
を
実

　

施
中
。
今
後
は
、
皿
川
堤
防
の
嵩
上
げ

　
を
検
討
す
る
。

○
阿
部
知
事
よ
り
総
括
回
答

　

豪
雪
地
帯
に
住
む
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

毎
年
の
よ
う
に
大
雪
に
よ
る
災
害
に
見
舞

わ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
な
が
ら

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急

対
策
」、「
台
風
災
害
」
等
、
災
害
対
応
と

し
て
行
う
べ
き
事
業
は
多
い
。
市
町
村
と

共
に
国
に
対
し
て
、
財
源
の
確
保
も
含
め

呼
び
か
け
て
い
く
。

　

皿
川
決
壊
現
地
を
視
察
し
た
。
堤
防
の

嵩
上
げ
を
取
り
組
ん
で
い
く
が
関
係
す
る

皆
さ
ん
の
理
解
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

「
特
別
豪
雪
地
帯
で
の
安
全
安
心
な

  

　 

　
暮
ら
し
を
求
め
て
」
阿
部
知
事
へ
要
望

―
長
野
県
特
別
豪
雪
地
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
市
町
村
議
会
協
議
会
―

今
回
の
台
風
19
号
災
害
に
際
し
、
千
曲
川

本
川
の
対
策
を
強
力
に
進
め
て
も
ら
う
よ

う
国
へ
要
望
す
る
。

◎
県
議
会
議
長
陳
情

　

同
日
、
清
沢
県
議
会
議
長
へ
陳
情
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
議
会
11
月
定
例
会
に
お
い
て

次
の
と
お
り
採
択
等
さ
れ
ま
し
た
。

《
採
択
》

　
・
豪
雪
地
帯
の
道
路
整
備
等
に
つ
い
て

　
・
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
・
豪
雪
対
策
事
業
の
充
実
に
つ
い
て

《
継
続
審
査
》

　
・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
訪
問
介
護

　
　
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

※この協議会は、積雪が特に多く、積雪により住民の生
活に著しい支障を生ずる地域として国から特別豪雪地帯
に指定された県内10市町村の議会で構成され、緊密に
連携して雪害対策等の推進を図ることを目的として活動
しています。会長は飯山市議会議長が務めています。

元年度協議会総会

県議会清沢議長へ陳情書を手渡す渋川議長

問 答

問答問答

問答

問答

問答答問

問 問 答答

・
へ
き
地
教
育
振
興
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら

60
有
余
年
が
経
過
し
て
お
り
、
へ
き
地
の

実
情
を
調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
全

員
一
致
で
継
続
審
査
と
決
し
ま
し
た
。　

・
請
願
趣
旨
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
全
員
一

致
で
不
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

【
意
見
】
小
水
力
や
太
陽
光
発
電
、
ま
た
雪

資
源
を
利
用
す
る
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
、
今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く

べ
き
。


